
 

 

 

 

 

 

 

4 月 1 8 日 に 予 定 し て い ま し た 、 令 和 2 年 度 定 期 総 会 は 新 型 コ ロ ナ ウ イ

ル ス 感 染 拡 大 防 止 の 観 点 か ら 中 止 と な り 、 提 出 し ま し た 議 案 に つ い て は す

べ て 書 面 議 決 に よ り 承 認 を 得 ま し た 。  

 

 

 

 

令 和 ２ 年 度 新 役 員 を 紹 介 し ま す 。                    
■ 会  長  大 森 明 輝 ( 豊 田 )              

■ 副 会 長  伊 与 田 泰 司 ( 大 屋 敷 )  

■ 会  計  加 藤 憲 司 ( 秋 田 )   

■ 理  事  （ 秋  田 ）  真 鍋 秀 紀  佐 竹 一 昇  鈴 木 し づ 江   

（ 豊   田 ）  江 口 勇 雄  社 本 元 治  松 岡 兵 一  社 本 盛 治     

（ 大 屋 敷 ）  岩 佐 栄 興  遠 藤 匡 彦  丹 羽 一 裕  野 下 紀 美 子  

■ 監  事  藤 井  勇 ( 秋 田 )  社 本 一 裕 ( 豊 田 )  野 田 賢 治 ( 大 屋 敷 ) 

  

令 和 2 年 度 事 業 計 画   

  ・ 理 事 会 の 開 催 ( 月 1 回 )    ・ 地 域 交 流 イ ベ ン ト ( 1 0 月 )   

  ・ 事 業 部 会 の 開 催 ( 随 時 )   ・ 作 品 ( 標 語 等 ) 募 集 ( 8 月 )     

  ・ 座 談 会 の 開 催 ( 随 時 )     ・ 認 知 症 勉 強 会 ( 年 1 回 )      

  ・ 研 修 会 の 開 催 ( 随 時 )    ・ 徘 徊 高 齢 者 捜 索 模 擬 訓 練 ( 年 1 回 )   

・ 青 色 防 犯 パ ト ロ ー ル 、 見 守 り 活 動 ( 毎 週 実 施 )  

  ・ ま ち づ く り か わ ら 版 の 発 行 ( 月 1 回 )  

 

令 和 2 年 度 事 業 計 画   

【 収 入 見 込 額 】               1 , 8 7 5 , 0 0 0 円  

  ＊ 主 な 収 入  町 か ら の 委 託 料       1 , 6 1 6 , 0 0 0 円  

        前 年 度 繰 越 額         2 3 3 , 0 1 7 円  

【 支 出 見 込 額 】               1 , 8 7 5 , 0 0 0 円  

＊ 主 な 支 出    役 員 等 活 動 費         3 9 9 , 0 0 0 円  

        事 務 用 品 、 啓 発 物 品      5 1 0 , 0 0 0 円  

        材 料 費 、 燃 料 費 等      2 0 0 , 0 0 0 円  

        防 犯 マ ッ プ 作 製 、 看 板 等  3 0 0 , 0 0 0 円  
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南 地 域 の た か ら も の vo l . 31                

～ 大 口 神 社 、 そ の 建 造 物 は ど こ に ？ ～  

 大 口 中 学 校 の グ ラ ウ ン ド の 南 東 に あ

た る 場 所 、 植 松 住 宅 の 道 路 向 か い に 石

碑 が あ り ま す 。 ご 記 憶 の 方 も 多 い か と

思 い ま す が 、 こ こ は 大 口 神 社 の 境 内 で

し た 。大 口 神 社 は 、昭 和 ２ ７ 年（ １ ９ ５

２ ）８ 月 に 建 立 さ れ 、明 治 時 代 以 降 の 戦

没 者 を 御 霊 と し て 祀 っ て い ま し た 。 そ

し て 、今 か ら 約 １ ０ 年 前 、大 口 町 に あ っ

た ２ つ の 中 学 校 が 統 合 し 、 大 口 中 学 校

が 現 在 の よ う な か た ち に な っ た 際 、 御

霊 は 「 平 和 の 礎 」（ 大 口 中 学 校 の 東 端 ）

へ と う つ さ れ ま し た 。             大 口 神 社 石 碑   

 で は 大 口 神 社 に あ っ た 建 造 物 は ど こ へ ？     

実 は 主 な 建 造 物 に あ た る 拝 殿 、 社 殿 の 門 扉 、 鳥 居 な ど は 、 犬 山 市 羽 黒

稲 葉 の 恩 田 社 へ と 移 築 さ れ ま し た 。 恩 田 社 は ち ょ う ど 犬 山 市 体 育 館

（ エ ナ ジ ー サ ポ ー ト ア リ ー ナ ） の 北 、 名 鉄 小 牧 線 沿 い に 鎮 座 し て い ま

す 。 そ の 他 、 狛 犬 や 数 対 も あ っ た 灯 篭 な ど は 、 主 に 南 地 域 の 神 社 に 移

さ れ ま し た 。 風 景 は 変 わ っ て し ま い ま し た が 、 そ の 場 所 に 鎮 座 し て い

た こ と を 物 語 る 大 口 神 社 の 石 碑 。 そ し て 恩 田 社 に 残 る 当 時 の 建 造 物 。

犬 山 方 面 へ 行 く こ と が あ り ま し た ら 、 恩 田 社 を 訪 れ て み て は い か が で

し ょ う か 。  

 

 

 

『 あ い さ つ は  町 の み ん な の  笑 顔 だ よ 』  

 

『 あ い さ つ を  さ れ る 側 か ら  す る 側 へ 』  

 

 新 学 期 が 始 ま り ま し た が 、町 内 の 小 中 学 校 は 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス か

ん せ ん ぼ う し の た め 、 4 月 も 休 校 と な っ て し ま い ま し た 。  

「 お は よ う ！ 」「 お は よ う ご ざ い ま す 」「 行 っ て き ま

す 」「 行 っ て ら っ し ゃ い ！ 」「 た だ い ま ！ 」「 お 帰 り な

さ い 」 ど こ の 家 で も こ ん な 会 話 が あ り ま す ね 。 笑 顔

で 明 る い あ い さ つ は み ん な の 心 を や さ し く し ま す 。 

 朝 の つ う が く 班 で も 、 学 校 で も 、 友 だ ち や 先 生 に

元 気 よ く あ い さ つ を し ま し ょ う 。き っ と 楽 し い 1 日

が 始 ま り ま す 。  

 

発 行 者  大 口 町 南 地 域 自 治 組 織   協 力  大 口 町 地 域 協 働 課 （ ☎ 9 5 - 1 6 9 1 ）  

（ 令 和 元 年 度 南 小 学 校 ５ 年 生 児 童 優 秀 作 品 ）  

（ 令 和 元 年 度 南 小 学 校 ６ 年 生 児 童 優 秀 作 品 ）  


